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（ページ内の図表は内閣府・気象庁ホームページより抜粋、編集）

※使用している携帯電話・アプリケーションによっては二次元バーコードの読み取りができない場合があります。

紫：崖・渓流の近くは危険 紫：低地は危険 紫：河川沿いは危険
災害切迫　【警戒レベル5相当】
危険　　　【警戒レベル４相当】
警戒　　　【警戒レベル3相当】
注意　　　【警戒レベル2相当】
今後の情報等に留意
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高 災害切迫　【警戒レベル5相当】
危険
警戒
注意
今後の情報等に留意
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高 災害切迫　【警戒レベル5相当】
危険　　　【警戒レベル４相当】
警戒　　　【警戒レベル3相当】
注意　　　【警戒レベル2相当】
今後の情報等に留意
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土砂キキクル 大雨警報（土砂災害）の危険度分布 浸水キキクル 大雨警報（浸水害）の危険度分布 洪水キキクル 洪水警報の危険度分布

警報の発表基準をはるかに超える大雨や大津波等が予想され、重大な災害の起こるおそ
れが著しく高まっている場合、気象庁は「特別警報」を発表し最大級の警戒を呼びかけます。

高いところで３メートルを超える津波が予想される場合（大津波警報を特別警報に位置づける）

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が予想される場合
（噴火警報（噴火警戒レベル４以上）及び噴火警報（居住地域）を特別警報に位置づける)

震度６弱以上の大きさの地震動が予想される場合
（緊急地震速報（震度６弱以上）を特別警報に位置づける）

基準

津波

火山噴火

地震（地震動）

現象の種類

地震警報などを特別警報に位置づけます
表中の“数十年に一度”の現象に相当する降水量等の客観的な指標は気象庁ホームページで公表しています。

数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合

高波になると予想される場合

高潮になると予想される場合

暴風が吹くと予想される場合

数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想される場合

基準

大雪

暴風雪

波浪

高潮

暴風

大雨

現象の種類

特別警報の発表基準

どこで土砂災害や浸水害、洪水災害の危険度が高まっているかを知ることができる、
命を守るための情報です。

●尋常でない大雨などが予想されています。
●重大な災害が起こる可能性が非常に高まっています。
●ただちに身を守るために最善を尽くしてください。

特別警報が発表されたら

特別警報について

キキクル（危険度分布）

防災気象情報


